
18

　「
流
域
の
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
保
全
を
目
的
と
す
る
田
圃
保
全
活
動
。
そ
の
た
め
に
は
ど
こ
の
田
で
も

良
い
の
で
す
が
、
身
近
に
、
慣
れ
親
し
ん
だ
見
沼
田
圃
が
あ
り
ま
し
た
。

　
見
沼
田
圃
は
さ
い
た
ま
新
都
心
に
接
し
、
都
市
と
営
農
地
帯
の
間
で
バ
ッ
フ
ァ
ー
機
能
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
も
保
全
の
価
値
は
あ
る
の
で
す
が
、
見
沼
田
圃
を
貴
重
な
財
産
と
す
る
に
値
す

る
意
味
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
見
沼
に
は
縄
文
時
代
草
創
期
か
ら
の
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
縄
文
時
代
は
定
住
し
て
人
間
的
な
歴
史
を

始
め
た
時
代
で
す
。
で
も
自
然
と
共
存
共
生
し
、
循
環
や
多
様
性
を
大
事
に
し
て
生
き
た
の
で
、
一
万

年
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
日
本
人
が
食
材
に
〝
旬
〞
を
大
切
に
す
る
の
も
、
森
を
大
事
に
思
う
の
も
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
多
用
す

る
の
も
、
縄
文
一
万
年
の
記
憶
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
そ
し
て
縄
文
人
は
〝
願
い
〞
を
託
す
土
偶
を
つ
く
り
ま
し
た
。
見
沼
の
縄
文
人
も
土
偶
を
つ
く
り
、

稲
栽
培
を
始
め
る
と
、
願
い
の
場
に
大
宮
氷
川
神
社
・
氷
川
女
体
神
社
・
中
山
神
社
を
置
い
た
よ
う
で

す
。
三
社
は
見
沼
の
宗
教
文
化
と
な
っ
て
今
も
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
見
沼
の
縄
文
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
聞
こ
え
る
地
に
、
見
沼
田
圃
は
あ
り
ま
す
。 

「
見
沼
田
圃
」
再
々
考

2017年6月4日、水のフォルム市民田んぼで田植。
右奥は、農閑期に管理する斜面・平地林。首都圏30㎞の地で、田とヤマが循環する里地・里山の再生・保全。
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縄
文
時
代
の
は
じ
め

　

縄
文
時
代
は
、
新
石
器
時
代
で
か
つ
灌
漑
稲
作
と
鉄

器
が
な
い
時
代
。
遊
動
的
生
活
か
ら
脱
し
、
定
住
し
て

大
き
な
ム
ラ
を
つ
く
り
ま
し
た
の
で
、
旧
石
器
時
代
に

は
な
か
っ
た
土
器
や
磨
製
石
斧
な
ど
、
生
活
道
具
を
つ

く
り
ま
し
た
。

　

そ
の
最
初
の
草
創
期
前
葉
（
約
一
万
二
〇
〇
〇
年

前
）、
見
沼
は
ま
だ
海
抜
マ
イ
ナ
ス
一
〇
〇
㍍
以
下
の

谷
で
、
小
河
川
が
刻
み
残
し
た
台
地
が
樹
枝
状
に
周
囲

を
囲
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
台
地
の
縁
で
、現
在
分
か
っ

て
い
る
縄
文
時
代
最
古
の
ム
ラ
跡
が
、
さ
い
た
ま
市
緑

区
に
あ
る「
え
ん
ぎ
山
遺
跡
」で
す
。

　

次
に
古
い
ム
ラ
跡
が
、
大
宮
氷
川
神
社
近
く
に
あ
る

草
創
期
後
葉（
約
一
万
年
前
）の「
寿
能
泥
炭
層
遺
跡
」。

　

草
創
期
末
葉
（
約
九
五
〇
〇
～
九
〇
〇
〇
年
前
）
に

な
る
と
、
東
京
湾
が
内
陸
に
入
り
込
み
、
見
沼
は
海
抜

マ
イ
ナ
ス
四
〇
㍍
く
ら
い
。
同
市
緑
区
の
氷
川
女
体
神

社
周
囲
に
「
松
木
遺
跡
」
に
代
表
さ
れ
る
こ
の
頃
の
ム

ラ
が
数
多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
人
の
暮
ら

し
の
痕
跡
を
伝
え
る
土
器
や
石
器
が
た
く
さ
ん
出
土
し

ま
し
た
。

見
沼
も
海
に
な
っ
た
頃

　

九
〇
〇
〇
年
前
頃
か
ら
海
水
面
が
急
に
高
く
な
り
、

七
〇
〇
〇
年
前
頃
に
は
現
在
の
海
水
面
よ
り
五
㍍
く
ら

い
高
く
な
り
ま
す
。
大
宮
台
地
東
方
の
現
中
川
低
地
で

は
、
東
京
湾
の
海
進
が
群
馬
県
板
倉
辺
り
ま
で
進
み
ま

し
た
。
し
か
し
西
方
の
現
荒
川
低
地
の
海
進
は
川
越
辺

り
ま
で
。
当
時
こ
こ
を
流
れ
て
い
た
荒
川
を
入
れ
た
利

根
川
の
流
量
が
多
か
っ
た
た
め
で
し
ょ
う
。

　

し
か
も
遡
上
し
た
海
水
の
上
部
を
利
根
川
が
流
れ
て

い
た
の
で
（
汽
水
域
）、
川
越
か
ら
下
流
、
戸
田
辺
り

ま
で
の
貝
塚
は
、
河
川
下
流
部
や
河
口
付
近
で
採
れ
る

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
が
主
体
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
縄
文
海
進

時
、
戸
田
・
板
橋
辺
り
が
荒
川
低
地
の
海
岸
線
だ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

一
方
、
こ
の
頃
の
見
沼
の
貝
塚
は
、
ハ
イ
ガ
イ
や
マ

ガ
キ
が
主
体
。
こ
れ
は
奥
東
京
湾
が
入
り
込
ん
だ
岩
槻

や
蓮
田
と
同
じ
。
縄
文
海
進
時
、
見
沼
は
奥
東
京
湾
の

海
浜
環
境
に
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
が
徐
々
に
遠
ざ
か
る
時
期
　

　

前
期
前
葉
（
約
六
〇
〇
〇
年
前
）
に
な
る
と
、
海
が

退
き
は
じ
め
ま
す
。
見
沼
の
貝
塚
は
、
海
辺
の
ハ
イ
ガ

イ
で
は
な
く
汽
水
域
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
主
体
に
変
わ
り

ま
す
。
前
期
中
葉
（
約
五
七
〇
〇
年
前
）
に
な
る
と
、

海
が
海
抜
三
～
五
㍍
で
安
定
し
、
貝
塚
は
ハ
マ
グ
リ
や

ア
サ
リ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、土
偶
も
出
土
し
ま
す
。

　

前
期
末
葉
（
約
五
二
〇
〇
年
前
）
に
は
、
再
び
冷
涼

化
が
進
み
小
海
退
。
中
期
（
約
五
〇
〇
〇
～
四
〇
〇
〇

年
前
）
に
は
川
口
辺
り
ま
で
海
退
。
泥
干
潟
は
徐
々
に

湖
沼
湿
地
帯
に
な
り
、
見
沼
で
は
丸
木
舟
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
海
進
で
海
を
知
っ
た
見
沼
の
人
た
ち
は
海
の

干
満
差
を
利
用
し
て
盛
ん
に
海
と
ア
ク
セ
ス
し
た
よ
う

で
す
。

縄
文
晩
期
の
ム
ラ「
馬
場
小
室
山
遺
跡
」

　

現
在
、
芝
川
が
さ
い
た
ま
新
都
心
辺
り
で
南
流
か
ら

縄
文
時
代
の
見
沼

　

見
沼
田
圃
の
前
身
「
見
沼
溜
井
」、
そ
の
前
身
の
「
見

沼
」の
歴
史
は
縄
文
時
代
に
遡
り
ま
す
。

　

ま
ず
埼
玉
平
野
の
成
り
立
ち
か
ら
説
明
し
ま
す
。
地

球
が
寒
冷
化
し
た
洪
積
世（
約
一
六
〇
万
～
一
万
年
前
）

も
終
わ
り
頃
の
約
一
〇
万
年
前
、
河
川
が
山
か
ら
運
ん

だ
土
砂
が
堆
積
し
、「
洪
積
台
地
」が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
洪
積
台
地
を
約
二
万
年
前
を
ピ
ー
ク
に
河
川
が

浸
食
し
、
現
大
宮
台
地
の
東
方（
現
中
川
低
地
）と
西
方

（
現
荒
川
低
地
）に
大
き
な
谷
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

沖
積
世
（
約
一
万
年
前
～
、
縄
文
時
代
）
に
な
る
と
、

地
球
規
模
の
温
暖
化
で
氷
河
が
溶
け
、
約
七
千
年
前
を

ピ
ー
ク
に
東
京
湾
の
汽
水
域
が
群
馬
県
板
倉
辺
り
ま
で

進
み（
縄
文
海
進
）、
そ
の
後
の
冷
涼
化
で
現
東
京
湾
ま

で
退
き
ま
す（
海
退
）。
そ
の
過
程
で
海
底
の
谷
が
埋
ま

り
、
沼
沢
地
が
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
は
地
形
区
分
上
最
も
低
い
軟
弱
地
盤
。
沖
積
世

に
で
き
た
の
で「
沖
積
低
地
」と
言
い
、
河
川
が
乱
流
す

る
の
で「
河
川
氾
濫
原
」と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

見
沼
も
同
様
に
、
大
宮
台
地
に
降
る
雨
が
集
ま
っ
て

川
に
な
り
、
永
い
時
間
を
か
け
て
台
地
を
刻
み
、
谷
を

つ
く
り
、
そ
こ
が
縄
文
海
進
で
海
に
な
り
、
今
度
は
小

海
退
を
繰
り
返
し
な
が
ら
広
大
な
沼
沢
地
を
残
し
ま
し

た
。
そ
こ
が
い
つ
し
か「
見
沼
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
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代
後
期
後
葉
か
ら
晩
期
中
葉
ま
で
続
き
、
晩
期
末
葉
に

姿
を
消
し
ま
す
。
晩
期
中
葉
は
さ
ら
に
冷
涼
化
が
進
み
、

海
退
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
寒
さ
を
逃
れ
て
移
住
し
て
き

た
北
関
東
や
そ
れ
以
北
の
人
た
ち
と
共
存
す
る
う
ち
に

在
地
文
化
が
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
る
い
は
、
紀
元
前
七
〇
〇
～
六
〇
〇
年
頃
、
西
日

本
で
稲
作
が
導
入
さ
れ
、
二
〇
〇
～
三
〇
〇
年
遅
れ
て

東
日
本
で
も
稲
作
が
始
ま
り
、
見
沼
で
も
稲
の
栽
培
を

始
め
て
、生
活
様
式
が
激
変
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
こ
で
見
沼
の
縄
文
時
代
は
終
わ
り

ま
す
。
と
い
っ
て
見
沼
の
縄
文
人
が
一
万
年
続
け
て
き

た
縄
文
文
化
が
即
、
消
え
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

関
東
で
縄
文
時
代
に
創
建
さ
れ
、
九
二
七
年
編
纂
の

『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
、
官
幣
大
社
か
つ
霊
験
あ
ら
た

か
な
名
神
を
祭
る
「
名
神
」
の
社
格
（
名
神
大
社
）
で
載

り
、
今
な
お
現
在
地
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
神
社
は
、

鹿
島
神
宮
・
香
取
神
宮
と
、
見
沼
の
西
岸
台
地
上
の
大

宮
氷
川
神
社
だ
け
。
大
宮
氷
川
社
の
創
建
は
紀
元
前

四
七
三
年
と
さ
れ
、ま
さ
に
見
沼
で
稲
の
栽
培
が
始
ま
っ

た
頃
で
す
。

　

大
宮
氷
川
社
に
接
し
て
縄
文
沼
の
寿
能
遺
跡
が
あ

り
、
大
宮
氷
川
社
の
社
殿
周
囲
に
は
馬
場
小
室
山
遺
跡

に
象
徴
さ
れ
る
環
堤
土
塚
が
残
っ
て
い
ま
す
。
当
時
常

設
の
社
殿
は
な
く
、
こ
の
辺
り
で
稲
作
を
始
め
た
人
た

ち
が
、
土
塚
で
囲
ん
だ
窪
地
を
聖
域
に
し
、
見
沼
に
鎮

ま
る
水
神
を
迎
え
も
て
な
し
て
祭
り
、
一
年
の
安
泰
を

願
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

き
た
塚
、
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
定
住
へ
の
強
い
意
志

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
定
住
を
可
能
に
し
た
施
設
が
、
低
湿
地
遺
跡
の

寿
能
泥
炭
層
遺
跡
に
見
ら
れ
る
通
称
「
縄
文
沼
」
で
す
。

寿
能
遺
跡
か
ら
は
晩
期
の
漆
塗
り
木
製
品
な
ど
有
機
物

の
製
品
が
出
土
し
、
沼
の
傍
ら
に
は
炊
事
や
水
晒
の
水

場
や
舟
着
き
場
が
あ
り
、
複
数
の
ム
ラ
へ
延
び
る
丸
木

の
木
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　

縄
文
沼
は
見
沼
周
辺
に
集
中
的
に
見
ら
れ
、
馬
場
小

室
山
遺
跡
の
住
人
も
縄
文
沼
か
ら
丸
木
舟
で
東
京
湾
ま

で
漁
労
や
採
集
に
出
た
よ
う
で
す
。

　

馬
場
小
室
山
遺
跡
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
土
器
類
が

出
土
し
、
製
塩
土
器
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
土
偶

付
土
器
や
中
空
土
偶
、
土
版
、
人
面
文
土
器
な
ど
、
願

い
を
叶
え
る
た
め
の
道
具
も
あ
り
、
代
々
祖
霊
崇
拝
を

行
っ
た
痕
跡
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

な
か
で
も
人
面
文
土
器
は
完
全
な
形
で
出
土
し
ま
し

た
。
派
手
な
装
飾
も
文
様
も
な
い
素
朴
な
土
器
に
象
徴

化・様
式
化
し
た
顔
が
鋭
い
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
面
文
土
器
は
そ
の
後
、
埼
玉
・
群
馬
県
各
地

で
類
似
の
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の
分
布
か
ら
、

当
時
大
宮
台
地
の
東
方
を
流
れ
て
い
た
思
川
・
渡
良
瀬

川
の
流
域
圏
、
西
方
を
流
れ
て
い
た
利
根
川
・
荒
川
の

流
域
圏
、
入
間
川
経
由
の
分
布
圏
等
に
分
類
さ
れ
、
そ

の
源
流
は
渡
良
瀬
川
上
流
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

見
沼
の
縄
文
文
化
を
継
ぐ
大
宮
氷
川
神
社

　

東
京
湾
と
の
往
還
等
、
多
方
面
と
交
流
し
、
満
ち
足

り
て
い
た
馬
場
小
室
山
遺
跡
の
在
地
文
化
は
、
縄
文
時

東
流
に
変
わ
り
、
し
ば
ら
く
進
ん
で
ま
た
南
流
に
変
わ

り
ま
す
が
、
そ
の
直
前
の
右
岸
側
崖
上
に
、
縄
文
時
代

晩
期
（
約
三
〇
〇
〇
～
二
四
〇
〇
年
前
）
の
ム
ラ
の
様

子
を
伝
え
る「
馬
場
小
室
山
遺
跡
」が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

見
沼
も
晩
期
に
は
す
で
に
海
で
は
な
く
沼
沢
地
帯
。

西
日
本
で
は
こ
の
晩
期
の
頃
、
約
二
七
〇
〇
年
前
に
朝

鮮
半
島
か
ら
灌
漑
稲
作
が
伝
来
し
、
田
植
を
行
っ
て
い

た
頃
で
す
。

　

馬
場
小
室
山
遺
跡
に
は
、
中
央
に
五
〇
～
六
〇
㍍
の

大
き
な
窪
地
が
あ
り
、
そ
の
周
囲
に
大
き
な
土
饅
頭
の

よ
う
な
土
塚
が
五
つ
環
状
に
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
「
環
堤
土
塚
」
は
、
芝
川
、
綾
瀬
川
、
元
荒
川
沿

い
に
多
く
見
ら
れ
、
当
時
こ
の
辺
り
の
定
住
作
法
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

一
般
に
晩
期
以
前
の
環
状
集
落
で
は
、
窪
地
か
ら
離

れ
た
外
周
に
住
宅
を
つ
く
り
、
世
代
が
代
わ
る
ご
と
に

窪
地
に
向
か
っ
て
移
り
住
み
ま
す
。
晩
期
に
は
窪
地
内

に
入
り
込
む
例
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
馬
場
小
室
山
遺

跡
に
代
表
さ
れ
る
環
状
集
落
は
、
窪
地
周
囲
を
土
塚
で

囲
ん
で
い
ま
す
。
窪
地
外
周
か
ら
内
部
に
住
宅
を
移
動

す
る
作
法
で
塚
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

馬
場
小
室
山
遺
跡
の
窪
地
は
ま
だ
未
解
明
で
す
が
、

窪
地
周
囲
の
住
居
で
誰
か
亡
く
な
る
と
、
そ
こ
は
廃
屋

に
し
て
墓
に
し
、
隣
に
住
居
を
つ
く
る
。
そ
こ
で
ま
た

死
者
が
出
る
と
、
以
前
墓
に
し
た
所
を
埋
め
立
て
て
移

り
住
む
。
そ
れ
を
繰
り
返
す
う
ち
に
塚
が
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
。

　

古
墳
の
よ
う
に
一
気
に
盛
り
土
し
た
の
で
は
な
く
、

何
世
代
も
か
け
て
用
地
が
高
く
な
っ
て
い
く
う
ち
に
で
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馬場小室山遺跡、ムラのイメージ図
井山紘文氏　画

上／馬場小室山遺跡第51号土壙平面図
下／馬場小室山遺跡第51号土壙断面図
出典：浦和市教育委員会（1988）
　　　『浦和市東部遺跡群発掘調査報告書　第9集』

ハート形の顔が愛らしい人面文土器／さいたま市立浦和博物館所蔵
右図出典：浦和市教育委員会ほか（１９８３）『浦和市東部遺跡群発掘
調査報告書　第３集』

★見沼の縄文文化についてのお問合せ
　「馬場小室山遺跡に学ぶ市民フォーラム」事務局（e-mail：cjt57750@rio.odn.ne.jp）鈴木正博さんまで

馬場小室山遺跡の「環堤土塚」

氷川神社遺跡の地形測量図。社殿周囲を土塚が囲んでいる。
出典：大宮市教育委員会(1994)『氷川神社社叢調査報告』の原図を改変

馬場小室山遺跡の環堤土塚　概念図
（×は人面文土器が出土した第51号土壙）
出典：埼玉県教育委員会（1985）
『埼玉県埋蔵文化財調査年報昭和58年度』
の原図を改変
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出
て
き
て
格
差
が
生
ま
れ
、
長
が
生
ま
れ
、
隣
の
ム
ラ

を
収
奪
し
て
、
古
墳
に
葬
ら
れ
る
よ
う
な
長
の
長
が
出

て
き
て
、
古
墳
時
代
を
迎
え
ま
す
。

　

四
世
紀
の
頃
に
な
る
と
、
荒
川
沿
い
の
桶
川
市
川
田

谷
に
熊
野
神
社
古
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

荒
川
を
遡
る
と
、
荒
川
新
扇
状
地（
熊
谷
扇
状
地
）扇
端

部
の
熊
谷
・
行
田
一
帯
に
、
荒
川
流
域
最
大
規
模
の
弥

生
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
弥
生
遺
跡
に
接
し
て
、
西
暦
五
〇
〇
年
頃
、
ヤ

マ
ト
王
権
を
象
徴
す
る
大
仙
陵
古
墳（
仁
徳
天
皇
陵
）の

四
分
の
一
の
全
長
一
二
〇
㍍
の
前
方
後
円
墳
「
稲
荷
山

古
墳
」
が
出
現
し
、
埼
玉
（
さ
き
た
ま
）
政
権
の
存
在
を

伝
え
る「
埼
玉
古
墳
群
」が
築
造
さ
れ
ま
す
。

　

埼
玉
平
野
西
部
の
越
辺
川
下
流
の
台
地
上
に
も
、
比

企
政
権
の
存
在
を
伝
え
る
稲
荷
山
古
墳
よ
り
少
し
小
さ

い
全
長
一
五
〇
㍍
の
前
方
後
円
墳
「
野
本
将
軍
塚
古
墳
」

が
築
造
さ
れ
、
埼
玉
政
権
と
比
企
政
権
、
荒
川
を
挟
ん

で
の
権
力
争
い
が
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
縄
文
時
代
一
万
年
を
生
き
、
晩
期
に
栄
え
た

見
沼
に
は
古
墳
が
あ
り
ま
せ
ん
。
沼
の
水
だ
け
で
は
稲

作
を
発
展
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
長
を
生
ま
ず
、
見
沼
の
宗
教
文
化

を
大
事
に
し
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら
の
稲
作
を

続
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

見
沼
の
宗
教
文
化
、
荒
川
流
域
に
広
ま
る

　

古
墳
時
代
、
そ
れ
ま
で
大
宮
台
地
西
方
を
流
れ
て
い

た
利
根
川
と
荒
川
は
、
大
宮
台
地
東
方
を
往
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。
大
宮
台
地
北
部
と
群
馬
県
の
館
林
台
地
の

弥
生
時
代
～
中
世
の
見
沼

　

弥
生
時
代
中
期
後
半
の
紀
元
前
一
世
紀
頃
に
な
る
と
、

見
沼
で
は
御
蔵
山
中
遺
跡（
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
御
蔵
）、

大
和
田
本
村
北
遺
跡（
同
見
沼
区
大
和
田
）な
ど
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

水
辺
の
ほ
と
り
で
始
め
た
稲
栽
培
、
見
沼
が
暴
風
雨

で
暴
れ
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
見
沼
に
鎮

ま
る
神
が
穏
や
か
で
あ
っ
て
く
れ
る
よ
う
願
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
第
十
代
崇
神
天
皇
の
時
代
（
紀
元
前
九
七
～

二
九
年
）、
芝
川
が
馬
場
小
室
山
の
入
り
江
を
過
ぎ
て

南
流
に
変
わ
る
辺
り
の
台
地
上
に
氷
川
女
体
神
社
（
郷

社
）、
氷
川
女
体
社
と
大
宮
氷
川
社
を
直
線
で
結
ぶ
中

間
に
中
氷
川
神
社
（
村
社
、
現
中
山
神
社
）
が
創
建
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
宮
氷
川
神
社
・
中
山
社
・
氷
川
女
体
社
の
三
社
は

冬
至
の
太
陽
の
動
き
が
ラ
イ
ン
上
に
並
ん
で
い
る
そ
う

で
す
。
こ
の
二
至
二
分（
夏
至
・
冬
至
、
春
分
・
秋
分
）

の
レ
イ
ラ
イ
ン
は
、
鹿
島
神
宮
・
香
取
神
宮
と
も
結
ば

れ
て
い
る
そ
う
で
、
稲
作
で
必
要
な
暦
を
把
握
す
る
た

め
の
意
図
的
な
配
置
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

弥
生
文
化
は
荒
川
沿
い
で
発
展

　

見
沼
の
ほ
と
り
で
稲
の
栽
培
を
始
め
た
人
た
ち
は
、
大

宮
氷
川
社
と
氷
川
女
体
社
、
中
山
社
を
創
建
し
、
見
沼
の

宗
教
文
化
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
古
墳
は
造
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

稲
は
貯
蔵
で
き
ま
す
。
す
る
と
大
き
な
蔵
を
持
つ
者
が

荒川新扇状地
（熊谷扇状地）

埼玉古墳群

熊野神社古墳

見沼田圃

大宮氷川神社

中山神社

馬場小室山遺跡

氷川女体神社



23

　

忠
次
は
、
江
戸
城
と
城
下
の
建
設
と
並
行
し
て
、
利
根

川
と
荒
川
を
引
き
離
し
、
流
路
跡
を
用
水
路
に
整
え
、
田

に
水
を
送
り
、
田
の
排
水
を
集
め
て
再
度
、
田
に
入
れ
、

再
度
排
水
を
集
め
、
広
大
で
平
坦
な
低
地
な
ら
で
は
の
用

排
兼
用
で
水
を
つ
な
ぎ
、
江
戸
の
海
辺
の
村
々
に
真
水
を

送
る
、
壮
大
な「
武
蔵
東
部
低
地
総
合
開
発
事
業
」に
取
り
組

み
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
利
根
川
を
銚
子
に
送
り
出
す
事
業
を
後
に

「
利
根
川
東
遷
」、
荒
川
を
大
宮
台
地
西
方
の
入
間
川
に
付

替
え
る
事
業
を
「
荒
川
西
遷
」
と
呼
び
、
こ
の
新
流
路
が
現

在
の
利
根
川
と
荒
川
で
す
。

　

一
方
、
流
路
跡
を
整
え
た
用
排
兼
用
の
農
業
用
水
系
が

「
葛
西
用
水
」。
後
述
す
る
用
水
専
用
の
農
業
用
水
路
が「
見

沼
代
用
水
」。
日
本
の
三
大
用
水
の
う
ち
の
二
つ
で
す
。

「
見
沼
溜
井
」と「
見
沼
用
水
」の
成
立

　
利
根
川
東
遷
は
文
禄
元
（
一
五
九
二
）
か
ら
六
〇
年
余
か

け
て
、
伊
奈
忠
次
、
忠
政
、
忠
治
、
忠
克（
忠
勝
）四
代
で
取

り
組
み
ま
し
た
。
荒
川
西
遷
は
、
寛
永
六
（
一
六
二
九
）
年

に
伊
奈
忠
治
が
、
熊
谷
扇
状
地
に
長
堤
を
築
い
て
荒
川
を

入
間
川
筋
に
付
替
え
ま
し
た
。
そ
し
て
同
年
忠
治
は
、
見

沼
下
流
の
狭
窄
部
に
八
丁
堤
を
築
き
、
見
沼
に
溜
井（
平
地

の
溜
池
）
を
造
成
し
、
淵
江
領
（
足
立
区
）
方
面
に
水
を
送

る「
見
沼
用
水
」を
整
備
し
ま
す
。

　

当
初
は
そ
の
水
で
賄
え
た
の
で
す
が
、
沼
の
水
で
は
す

ぐ
不
足
す
る
よ
う
に
な
り
、
見
沼
用
水
を
利
用
す
る
村
々

の
不
満
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
の
最
中
の
承
応
三（
一
六
五
四
）

年
、
利
根
川
東
遷
事
業
が
完
了
し
ま
す
。

　

利
根
川
洪
水
が
銚
子
へ
向
か
っ
て
く
れ
る
と
な
れ
ば
、

間
が
沈
降
し
て「
加
須
低
地
」が
で
き
た
か
ら
で
す
。

　
以
来
、
埼
玉
東
部
は
思
川
・
渡
良
瀬
川
・
利
根
川
・
荒
川
、

四
ヵ
河
川
が
流
れ
る
ま
さ
に
河
川
氾
濫
原
に
な
り
ま
し
た
。

　

古
代
末
か
ら
中
世
は
、
武
士
団
が
縄
張
り
争
い
を
し
た

時
代
で
す
。と
言
っ
て
も
秀
吉
の
刀
狩
ま
で
は
兵
農
未
分
離
。

〝
い
ざ
鎌
倉
〟
と
な
れ
ば
鋤
鍬
を
槍
に
持
ち
替
え
て
馳
せ
参

じ
ま
し
た
が
、
普
段
は
水
を
引
き
土
地
を
開
い
た〝
墾
田
兼

武
闘
集
団
〟。
武
士
団
の
働
き
で
武
蔵
国
の
水
田
開
発
が
進

み
ま
し
た
。

　

土
地
の
開
墾
で
ま
ず
必
要
な
も
の
が
水
。
見
沼
の
願
い

の
場
に
始
ま
る
大
宮
氷
川
社
は
、
荒
川
流
域
開
拓
の
氏
神

と
し
て
各
地
に
勧
請
さ
れ
ま
し
た
（
埼
玉
県
内
一
六
二
社
、

東
京
都
五
九
社
）。
江
戸
時
代
に〝
天
下
祭
〟と
し
て
盛
大
な

祭
り
に
な
っ
た
「
川
越
祭
」
も
、
大
宮
氷
川
社
を
勧
請
し
た

川
越
氷
川
社
の
例
大
祭
で
す
。（
Ｐ
９
参
照
）

江
戸
時
代
か
ら
の
見
沼

　
関
東
に
転
封
さ
れ
た
家
康
は
、
天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）

年
八
朔
の
吉
日
に
江
戸
に
入
り
、
早
速
、
家
臣
団
の
知
行

割
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
原
則
は
、
家
康
の
蔵
入
地（
直
轄

領
・
天
領
）は
江
戸
周
辺
、
小
知
行
の
家
臣
は
江
戸
か
ら
ほ

ぼ
一
夜
泊
ま
り
の
範
囲
、
大
知
行
の
家
臣
は
そ
の
外
側
に

配
置
す
る
。

　
家
康
の
蔵
入
地
は
一
二
〇
万
石
で
す
が
、
そ
こ
は
思
川・

渡
良
瀬
川
を
入
れ
た
利
根
川
と
荒
川
が
乱
流
し
な
が
ら
越

谷
辺
り
で
合
流
し
、
江
戸
湊
に
注
ぐ
広
大
な
河
川
氾
濫
原
。

こ
の
沼
沢
地
を
美
田
に
代
え
る
、
そ
の
経
営
を
家
康
は
、

伊
奈
忠
次
に
託
し
ま
し
た
。

利根川

さいたま新都心駅

東京湾

見沼溜井
→見沼田圃

星川

星川
元荒川

五丁台

見沼代用水は、江戸初期以来の
見沼用水と江戸中期の開削水路
を継いで延長８０㎞。葛西用水とと
もに日本の３大用水に挙げられて
います。
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災
と
い
う
観
点
か
ら
土
地
利
用
と
い
う
個
人
の
私
権
を
抑

え
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
。
政
治
に
相
談
し
て
い
た
ら

実
現
し
な
か
っ
た
、
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

並
行
し
て
前
述
の
土
地
改
良
事
業
で
用
排
水
施
設
や
農

道
が
で
き
、
今
見
る
見
沼
田
圃
に
な
り
ま
し
た
。

※
見
沼
三
原
則
概
要
　
八
丁
堤
と
県
道
浦
和
岩
槻
線
と
加
田
屋
川
締

切
橋
に
囲
ま
れ
た
今
あ
る
見
沼
田
圃
の
緑
地
は
維
持
す
る
。
浦
和
岩

槻
線
以
北
は
適
正
な
計
画
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
開
発
を
認
め
る
。

芝
川
改
修
計
画
に
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
農
地
の
転
用

を
認
め
な
い
。
等

今
、
田
圃
保
全
の
担
い
手
が
い
な
い

　
や
っ
と
ま
と
も
な
水
田
耕
作
が
可
能
に
な
っ
た
見
沼
田
圃

で
す
が
、
近
年
は
米
価
が
下
が
り
、
首
都
圏
三
〇
㌔
㍍
圏

に
あ
っ
て
利
便
性
の
高
い
所
か
ら
米
作
の
意
欲
、
農
地
を

維
持
す
る
意
欲
を
失
う
農
家
が
増
え
ま
し
た
。

　

見
沼
田
圃
を
守
っ
て
き
た
「
見
沼
三
原
則
」
も
平
成
七

（
一
九
九
五
）年
に「
田
園
の
保
全
・
活
用
・
創
造
の
基
本
方

針
」に
代
わ
り
、
県
の
各
種
審
査
会
に
諮
問
し
て
す
べ
て
Ｏ

Ｋ
で
あ
れ
ば
、
開
発
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
私
権

に
弱
い
日
本
の
都
市
計
画
、
治
水
関
係
者
が
意
見
を
聞
か

れ
て「
ノ
ー
」と
言
っ
て
も
、
通
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
後
始
末
に
大
型
災
害
復
旧
費
と
い
う
ツ
ケ
が
回
わ

る
ザ
ル
の
よ
う
な
状
況
で
、
見
沼
田
圃
は
今
、
だ
い
ぶ
無

残
な
姿
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
、
首
都
近

郊
に
貴
重
な
水
田
地
帯
が
残
り
、
そ
の
保
全
が
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

ま
で
泥
水
に
浸
か
っ
て
の
作
業
。
一
番
厳
し
か
っ
た
の
は
、

刈
り
取
っ
た
稲
を
田
舟
に
乗
せ
、
そ
れ
を
台
地
上
に
運
び

出
す
作
業
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
調
べ
で
は
、
見
沼
田
圃
が
多

く
を
占
め
る
旧
浦
和
市
の
田
の
約
九
七
㌫
が
、
種
籾
に
肥

料
を
ま
ぶ
し
て
投
げ
入
れ
る
摘
田
で
し
た
。
田
植
え
も
で

き
な
い
沼
田
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
の
よ
う
な
見
沼
田
圃
の
風
景
に
な
っ
た
の
は
、
全

国
的
に
土
地
改
良
事
業
が
行
わ
れ
た
昭
和
三
十
年
代
半
ば
。

享
保
十
三
年
に
見
沼
代
用
水
が
で
き
、溜
井
が
田
圃
に
な
っ

て
も
そ
こ
は
溜
井
跡
の
沼
田
の
ま
ま
。
以
来
二
三
〇
年
も

の
間
、
見
沼
田
圃
は
農
民
の
手
で
泥
水
に
浸
か
り
な
が
ら

維
持
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

高
度
経
済
成
長
期
の
見
沼
田
圃

　
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
、
狩
野
川
台
風
で
見
沼
田

圃
の
排
水
河
川
・
芝
川
が
氾
濫
し
、
下
流
域
に
あ
る
川
口

市
が
駅
前
ま
で
浸
水
し
ま
す
。当
時
の
栗
原
埼
玉
県
知
事
は
、

上
流
域
の
治
水
の
必
要
性
か
ら
芝
川
の
河
川
改
修
推
進
と

見
沼
田
ん
ぼ
の
農
地
転
用
の
不
許
可
を
指
示
し
ま
す
。

　
当
初
は
災
害
の
記
憶
も
新
し
く
、米
作
の
有
用
性
も
あ
り
、

宅
地
化
の
動
き
も
緩
慢
で
功
を
奏
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
後
の
高
度
経
済
成
長
期
、
宅
地
・
工
場
用
地
・
残
土
置

き
場
等
の
立
地
が
田
園
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
農

地
転
用
抑
制
だ
け
で
は
抗
し
き
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

昭
四
十
年
栗
原
知
事
は
、
県
が
頑
張
っ
て
き
た
見
沼
田

圃
の
遊
水
地
機
能
保
全
の
た
め
の
行
政
指
導
を「
見
沼
田
圃

農
地
転
用
方
針
」の
表
題
で
明
文
化
し
、各
委
員
会
に
諮
り
、

即
決
し
ま
す
。
そ
れ
が
「
見

※

沼
三
原
則
」
で
す
。
行
政
が
防

途
中
の
利
根
川
に
取
水
口
を
設
置
で
き
ま
す
。
洪
水
は
遠

ざ
け
、
普
段
の
利
根
川
の
水
は
取
水
口
か
ら
旧
流
路
跡
に

入
れ
る
、
利
根
川
流
路
跡
利
用
の
「
葛
西
用
水
」
完
成
に
向

け
て
次
々
と
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

す
る
と
、
見
沼
用
水
利
用
の
村
々
も
利
根
川
の
水
を
入

れ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
見
沼
用
水
改
良
計
画
」

を
策
定
し
た
の
で
す
が
、
水
を
引
い
て
く
る
途
中
の
村
々

の
反
対
で
頓
挫
し
ま
す
。

　

そ
の
夢
が
叶
う
の
は
江
戸
時
代
半
ば
、
八
代
将
軍
吉
宗

の
時
。
吉
宗
に
紀
州
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た
井
沢
弥
惣
兵
衛

為
永
が
、
利
根
川
と
見
沼
用
水
を
つ
な
ぐ
用
水
路
を
開
削

し
ま
す
。

　

途
中
、
大
昔
の
荒
川
流
路
だ
っ
た
星
川
を
利
用
し
、
星

川
と
の
分
岐
点
に
は
堰
、
現
元
荒
川
や
綾
瀬
川
と
の
交
差

個
所
に
は
「
伏
越
」「
懸
渡
井
」
を
設
置
し
、
享
保
十
二

（
一
七
二
七
）年
八
月
か
ら
わ
ず
か
半
年
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
見
沼
用
水
に
代
わ
る
用
水
な
の
で
「
見
沼
代
用
水
」
と
呼

ば
れ
、
葛
西
用
水
と
と
も
に
今
に
引
き
継
が
れ
る
大
幹
線

用
水
路
で
す
。

こ
こ
で
見
沼
田
圃

　

利
根
川
の
水
が
見
沼
代
用
水
の
水
源
に
な
っ
て
、
不
要

に
な
っ
た
見
沼
溜
井
は
、
願
い
出
た
農
民
に
水
田
と
し
て

の
利
用
が
許
さ
れ
ま
し
た
。
見
沼
溜
井
が
通
称「
見
沼
田
圃
」

と
な
る
の
は
こ
の
時
。

　

で
も
農
家
は
少
し
で
も
田
を
大
き
く
し
た
い
か
ら
農
道

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
他
人
の
田
を
通
っ
て
自
分
の
田
に
行

き
耕
作
し
ま
し
た
。
農
民
に
用
排
水
の
基
盤
整
備
な
ど
で

き
ま
せ
ん
か
ら
、
田
下
駄
や
梯
子
、
丸
太
を
入
れ
て
、
腰
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縄
文
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
き
な
が
ら
の
田
圃
保
全

　

そ
こ
で
必
ず
言
わ
れ
る
こ
と
は
公
有
地
化
で
す
。
し
か

し
公
有
地
化
は
初
期
投
資
も
維
持
管
理
費
も
税
金
。
開
発

圧
力
の
高
か
っ
た
時
期
、
一
部
で
そ
の
取
り
組
み
も
あ
り

ま
し
た
が
、見
沼
田
圃
す
べ
て
の
公
有
地
化
な
ど
無
理
で
す
。

現
実
に
公
有
地
化
は
先
が
な
く
な
り
、
買
い
手
が
付
か
な

い
水
田
を
抱
え
た
農
家
は
、
公
有
地
化
へ
の
期
待
を
引
き

ず
っ
て
営
農
意
欲
を
失
い
、
次
代
の
担
い
手
も
不
在
で
途

方
に
暮
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
、
水
田
に
は
遊
水
池
機
能
が
あ
り
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
緩
和
し
、
稲
の
み
な
ら
ず
周
囲
の

生
き
物
を
育
て
て
く
れ
る
。
そ
れ
が
土
や
水
に
触
れ
ず
に

暮
ら
す
都
市
住
民
の
癒
し
の
場
に
な
り
ま
す
。
こ
の
水
田

が
有
す
る
多
面
的
機
能
を
享
受
す
る
の
は
都
市
で
す
。
見

沼
に
残
さ
れ
た
田
圃
は
都
市
住
民
も
み
ん
な
で
助
け
あ
っ

て
保
全
し
よ
う
、
と
水
の
フ
ォ
ル
ム
は
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

そ
の
作
法
は
、
下
流
の
芝
川
・
東
京
湾
の
富
栄
養
化
に

配
慮
し
て
無
施
肥
・
無
農
薬
。
地
下
資
源
利
用
を
減
ら
す

た
め
〝
ハ
サ
カ
ケ
〟
で
天
日
干
し
。
田
に
接
す
る
斜
面
・
平

地
林
の
里
山
整
備
で
土
地
の
資
源
を
循
環
利
用
。
そ
れ
を

農
家
と
都
市
住
民
が
協
力
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

　

水
の
循
環
、
物
質
の
循
環
、
人
の
循
環
、
み
ん
な
循
環

し
て
い
る
の
で
、
猛
禽
類
の
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
を
頂
点
と

す
る
生
態
系
も
豊
か
で
す
。
そ
し
て
来
年
も
無
事
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
、
収
穫
物
は
ま
ず
氷
川
様
に
願
い
を
込
め
て

奉
納
。
見
沼
の
縄
文
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
市
民
の
協
力
で
引
き

継
い
で
い
ま
す
。

2017 年秋は2 度の台風で、見沼の“オロチ”が大暴れ。
やっとつくったハサカケが大崩壊。


